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TOP MESSAGE

山口フィナンシャルグループ

代表取締役社長CEO

椋梨 敬介
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成長する地域金融グループを志向し、

企業価値向上に注力する
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PBR向上に向けて

PBR向上に向けた考え方 取り組みの方向性

ROE

RORA改善

財務レバレッジ
コントロール

株価のボラティ
リティ低減

PBR
向上

期待利益成長率
向上

持続的成長期待の形成

事業リスク低減

収益性・効率性
向上

株主資本
コスト低減

地域共創サステナビリティ経営の促進

自己資本比率規制を踏まえた
適切な財務レバレッジ

収益力向上

投資家との対話促進
開示情報の充実

人的資本経営の推進

安定的な経営基盤の確立

ROE向上、株主資本コスト低減に取り組む
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PBR向上に向けて

中期経営計画2022の取り組みと連動

・Searchファンド活用による事業承継課題の解決
・サステナビリティ推進体制の強化

・資本効率の改善
・政策投資株式の縮減

・積極的なリスクテイクによる投融資の拡大
・グループ機能の強化

・住宅ローン業務の変革

・SR強化による開示資料の内容改善

・人財育成投資の強化
・組織の多様性推進

取り組みの方向性 中期経営計画2022の主な取り組み

地域共創サステナビリティ経営の促進

自己資本比率規制を踏まえた
適切な財務レバレッジ

収益力向上

投資家との対話促進
開示情報の充実

人的資本経営の推進

安定的な経営基盤の確立
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収益力向上①
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【シップファイナンス残高（3行合算）】

【ストラクチャードファイナンス残高（3行合算）】

（単位：億円）

■積極的なリスクテイクによる投融資の拡大

（単位：億円）

【有価証券時価残高（3行合算）】

13,454 

18,366 
21,331 

2022/3末 2023/9末 2024/9末

【事業性貸出金平残（3行合算）】

5,116 

6,503 
6,718 

2022/3末 2023/9末 2024/9末

5,338 
6,034 

6,651 

2022/3末 2023/9末 2024/9末

（単位：億円）

58,558 

63,445 
65,431 

2022/3期 2023/9期 2024/9期

（単位：億円）
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収益力向上②
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＜グループ経営体制の見直し＞

✓ グループ会社の100％子会社化

■グループ機能の強化

＜成長事業領域への戦略的な投資＞

✓ ドリームインキュベータとの資本業務提携

（2024年3月）

✓ 同社を持分法適用会社化

（2024年4月）

パートナーが有する豊富なスキルとノウハウ
によるケイパビリティ強化

グループシナジーの最大化

「地域への提供価値向上」を「企業価値向上」へつなげる

ワイエムリース株式会社

株式会社やまぎんカード

もみじカード株式会社

✓ 事業領域ごとの機能再編によるグループ機能強化

事例

事例



収益力向上③

■住宅ローン業務の変革
✓ クラウド型銀行業務統合プラットフォーム（nCino）が今年度中に稼働開始予定

住宅事業者さま

YMFG

お客さま

申込手続き簡素化
非対面化

事務作業効率化
ペーパーレス化

3者を繋ぐ
統合プラットフォーム

＋

コミュニケーション
円滑化

一層寄り添った
相談業務

迅速な審査結果
の回答

住まいのご相談に注力

・顧客体験価値の向上

・住宅ローン業務における

営業店事務を約90％削減
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24時間Web申込可能
申込～審査事務プロセスの

デジタル化
3者間でリアルタイムな

審査情報共有

【提供価値】



18.5%
17.3% 17.9%

16.0%

710 597 550 505

469
469 621

525

1,179 
1,066 

1,171 
1,030 

2022/3末 2023/3末 2024/3末 2024/9末

（評価損益）

（簿価） （簿価）

（評価損益）

（時価）

（時価）

2024/9末時点で、

2022/3末簿価残高の

約30％を縮減
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（簿価）（簿価）

【政策投資株式推移（FG連結 時価ベース）】

10

自己資本比率規制を踏まえた適切な財務レバレッジ
安定した経営基盤の確立

（評価損益） （評価損益）

（時価）
（時価）

（単位：億円）

■政策投資株式の縮減

対連結純資産額比
（時価）

■資本効率の改善
✓ バーゼルⅢ準拠TierⅡ劣後債474億円をグリーンボンドとして発行

（2022年10月：224億円、2024年9月：250億円）

✓ 3年連続で自己株式100億円取得を公表
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投資家との対話促進・開示情報の充実

■SR強化による開示資料の内容改善
✓ SR（シェアホルダー・リレーションズ）を通じて得られた投資家意見を基に、開示内容を改善

✓ GPIFの国内株式運用機関が選ぶ「改善度の高い統合報告書」の1社に選出（2024年2月）



サーチャー
募集

SPC設立
承継企業

探索
承継協議・
株式取得

企業経営
持続的
成長
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地域共創サステナビリティ経営の促進

■サステナビリティ推進体制の強化
✓ サステナビリティ推進委員会の諮問機関として「アドバイザリーボード」を設置（2024年4月）

✓ 外部有識者として、サステナビリティ経営の第一人者である夫馬 賢治氏を招聘

✓ サステナビリティ経営・ESG投資アドバイザリー会社を2013年に
創業し、現職

✓ 東証プライム上場企業や大手金融機関をクライアントに持つ一方、
スタートアップ企業やベンチャーキャピタルの顧問も多数務める

Searchファンド

サーチ費用投資
地域企業の
事業承継課題の解決株式取得費用投資

【外部有識者】

夫馬 賢治 氏
・株式会社ニューラル

代表取締役CEO
・信州大学グリーン社会協創機構

特任教授
・ニュースサイト「Sustainable Japan」

編集長

■Searchファンド活用による事業承継課題の解決
✓ Searchファンド事業を通じてサーチャー（優秀な経営人財）を地域に呼び込み、9社の事業承継を実現

✓ 事業承継により経営者となったサーチャーによる全国初のMBOが実現（2024年9月）



2022/3期 2024/3期 2024/10末

1.2

6.2 7.0 

2022/3末 2024/3末 2024/10末

人的資本経営の推進

■組織の多様性推進
✓ 地域への新たな価値提供、イノベーション創出を図っていくため、組織の多様性を推進

✓ もみじ銀行において当社グループ初となる女性取締役（社内）が誕生（2024年6月）

（単位：％）【女性管理職割合】 （単位：人）【経験者※採用による入社者数】

※ 中途採用者

19

52
38

■人財育成投資の強化
✓ 全ての活動の源泉である「人財」への育成投資を強化し、総研修時間・延べ研修受講者数が増加

Copyright(C) 2024 Yamaguchi Financial Group,Inc. All Rights Reserved. 13

35,900 36,900 

55,900 

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2024/9期

【年間総研修時間】 （単位：時間）

4,200 
5,500 

8,700 
10,800 

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2024/9期

【年間延べ研修受講者数】 （単位：人）

5,40045,300



中期経営計画2022の進捗
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過去最高益となる最終年度の当期純利益目標達成に向けて順調に進捗

250
350

256

372

2023/3期 2024/3期 2025/3期

170
240

178

252

2023/3期 2024/3期 2025/3期

2.9%

4.0%

2.7%

3.7%

2023/3期 2024/3期 2025/3期

【経常利益の推移】

【ROEの推移※】

475 330

【当期純利益の推移】（単位：億円） （単位：億円）

実績計画

（2024/9期実績） （2024/9期実績）

5.0%

2024/9期実績

5.0％

実績計画

実績計画

246 161

（半期ベース）

※ ROE：純資産ベース



地銀上位行 銀行株価指数 YMFG

※2022年3月31日を100として計算

15Copyright(C) 2024 Yamaguchi Financial Group,Inc. All Rights Reserved. 

株価推移（中期経営計画2022開始以降）

239
228

<地銀上位行および銀行株価指数との比較>



「地域の豊かな未来を共創する」

Purpose
使命・存在意義
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次期中期経営計画の方向性



人口：総務省「2023年10月人口推計」
県内総生産：内閣府「県民経済計算2020年度」より※名目ベース

⚫ 主要エリア総人口

⚫ 主要エリア内総生産

912万人

約37兆円

神奈川県と同規模の
マーケット

⚫ 人口
922万人 （全国2位）

⚫ 県内総生産
約34兆円（全国4位）

Copyright(C) 2024 Yamaguchi Financial Group,Inc. All Rights Reserved. 17

次期中期経営計画の方向性

人口 県内総生産

山口県 129万人

（全国27位）

6兆1,481億円

（全国24位）

広島県 273万人

（全国12位）

11兆5,554億円

（全国12位）

福岡県 510万人

（全国8位）

18兆8,869億円

（全国9位）

主要営業エリアは大きな経済規模を誇る一方で、多くの地域課題を有する

後継者不足

【地域課題】

人材不足 脱炭素 デジタル変革
etc・・・



次期中期経営計画の方向性
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地域と社員の”声“を踏まえ、
“地域と共に成長する、新たなビジネスモデルの構築”に挑戦

現場と本部の若手社員を

中心に議論

｢個｣と｢面｣の両方へアプローチする、

”地域課題解決のプラットフォーマー”

成長領域の見直し、

合理化すべき領域の特定

事業成長支援、地域共創、

資産サポートを軸とする

成長戦略の構築

“地域の豊かな未来”

の具体化

選択と集中

次期中計への

落とし込み

※ 山口経済研究所調べ
回答社数：YMFGエリアの取引先企業約1,700社

Ｑ．｢地域の豊かな未来｣の実現に向けて

金融グループ に期待すること

１位 まちづくりに向けた政策提言 43.7％

２位 多様な金融サービスの提供 41.8％

３位 情報発信 29.4％

Ｑ．取引先の経営課題

１位 業容拡大 37.3％

２位 人手不足・人材育成 23.5％

３位 生産性向上 21.9％

取引先の考える“地域の豊かな未来”に関する

アンケート調査結果



次期中期経営計画の方向性

域外相続人

域外事業者

インバウンド国内訪問者

取引先企業/地域産業

取引先企業
従業員/家族

自治体/公共サービス

経営者/オーナー

富裕層

｢個｣の視点だけでなく、｢面｣の視点で地域を俯瞰し、

理想の未来の実現に向けた外貨獲得のサイクルを構築することで

地域経済の活性化を図る

戦略的資本活用によるYMFGの機能拡張

19Copyright(C) 2024 Yamaguchi Financial Group,Inc. All Rights Reserved. 

地域経済の循環を太く・力強く回すための、
強みである“法人ネットワーク”を最大限活用する３つの事業領域

・事業リスクの共有化による顧客価値向上

・法人事業の回収エンジンの多様化

事業成長支援

・”個”では対応できない地域課題の解決

・地方創生“事業”会社への転換

地域共創

・取引先従業員/家族のWell-being向上

・B2B2Cビジネスへ転換

資産サポート
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次期中期経営計画の方向性

「金融×ビジネスプロデュース×地域」による
新しい地銀ビジネスモデルの確立

地域課題解決に向けた
キーファクター

将来課題
の予防

主要産業
が持つ技術・

ノウハウ

地域企業
の成長

・・・

ＳＩＢ
案件化

海外含む
域外市場

での事業開拓

価値提供
に向けて

新部署設立

・・・
｢個｣と｢面｣の両方から
事業化にアプローチ中

新たな価値提供に向けた実証に着手



当社が認識する資本コスト：7％程度

4.0% 3.8%

2.9%

4.0%

5.0% 5.0%

2020/3末 2021/3末 2022/3末 2023/3末 2024/3末 2024/9末 2025/3末

0.24 0.24 0.26 
0.34 

0.61 
0.52 

2020/3末 2021/3末 2022/3末 2023/3末 2024/3末 2024/9末 2025/3末

PBR1倍ライン

・・・・・・・・
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次期中期経営計画の方向性

ROEの推移

※2

（半期ベース）

中期経営計画2022中期経営計画2019

※1：ROE：純資産ベース
※2：PBR：自己株式除くベース、株価は決算発表翌営業日の終値を基準に算出

PBRの推移

※1

・・・・・・・・

（計画）

次期中期経営計画期間中に資本コスト超のROE達成を目指す

中期経営計画2025

中期経営計画2022中期経営計画2019 中期経営計画2025

戦略的資本活用 株主還元

次期中計 3つの事業領域



2024年9月期決算概要
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537 681 +144

 資金利益 462 626 +163

491 527 +35

108 152 +43

 うち投信解約益 17 9 ▲ 8

 役務取引等利益 94 93 ▲ 1

312 323 +10

224 357 +133

202 248 +45

199 246 +47

特別損益 ▲ 1 3 +4

135 161 +26

12 40 +28

312 320 +7

346 362 +16

うち邦貨貸出金収益 304 310 +6

うち外貨貸出金収益 42 51 +9

50 119 +69

うち純投資運用 14 69 +55

うち政策投資株式関連収益等 36 49 +13

営業経費（▲）（臨時処理分含む）

有価証券運用収益（3行合算）

経費（▲）（臨時処理分除く）

コア業務純益

経常利益

親会社株主に帰属する中間純利益

与信関係費用（▲）

  うち預貸金利益

  うち有価証券利息配当金

貸出金収益（3行合算）

 投信解約益および金利スワップ解約益※3除く

コア業務粗利益

（億円）
2023/9期 2024/9期

前年同期比
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2024年9月期決算概要（FG連結）

– コア業務純益
（投信解約益および金利スワップ解約益※3除く）

– 株式等関係損益
– 与信関係費用（▲）

決算概要

※1 貸出金利息+調達コスト（▲）+海外支店損益 ※2 外貨調達コスト含む

※2

※1

– 貸出金収益
– 純投資有価証券

インカム収益
– 経費（▲）

※3 国内債券・外国債券のヘッジ損益（純投資有価証券運用事業）

（＋ 16）

（＋ 47）
（＋ 10）

（＋ 45）

（＋ 30）
（＋ 28）

貸出金収益および有価証券利息配当金増加により経常利益、中間純利益ともに増益

コア業務純益 （+  45）

(投信解約益および金利スワップ解約益※3除く)

（前年同期比増減額）

経常利益 （＋ 47）

（前年同期比増減額）

貸出金収益、純投資有価証券インカム
収益等の増収を主因として増益



630 +141 381 +113 177 +26 71 +1

 資金利益 631 +164 398 +139 170 +24 63 ▲ 0

530 +35 344 +38 118 ▲ 3 67 +1

152 +43 97 +26 51 +16 3 +0

 うち投信解約益 9 ▲ 8 5 ▲ 4 3 ▲ 3 0 +0

 役務取引等利益 43 ▲ 5 31 ▲ 1 10 ▲ 2 1 ▲ 2

245 +8 120 +2 86 +3 38 +2

384 +133 261 +111 90 +23 32 ▲ 1

275 +45 175 +35 67 +11 32 ▲ 1

274 +46 184 +42 40 ▲ 12 49 +15

38 +29 10 ▲ 0 27 +30 1 ▲ 0

241 +5 117 +0 84 +2 38 +2

362 +16 191 +13 111 +2 60 +1

うち邦貨貸出金収益 310 +6 153 +6 102 +1 55 ▲ 0

うち外貨貸出金収益 51 +9 38 +8 8 +1 5 +1

119 +69 75 +36 25 +19 19 +14

うち純投資運用 69 +55 48 +41 22 +15 0 +0

うち政策投資株式関連収益等 49 +13 28 ▲ 4 3 +4 19 +14

貸出金収益

営業経費（▲）（臨時処理分含む）

前年同期比

経常利益

与信関係費用（▲）

 投信解約益、金利スワップ解約益除く

前年同期比

有価証券運用収益

前年同期比

コア業務粗利益

経費（▲）（臨時処理分除く）

北九州

銀行前年同期比

 うち預貸金利益

 うち有価証券利息配当金

コア業務純益

（億円）
３行合算

山口

銀行

もみじ

銀行

※1 貸出金利息+調達コスト（▲）＋海外支店損益

※2 外貨調達コスト含む

※2

※1
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2024年9月期決算概要（銀行単体）
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2024年9月期決算 経常利益増減要因（FG連結）

2023/9期 2024/9期

＋9
246

▲4

▲10

▲28

+4

経費
(臨時処理分除く)

与信費用 その他有価証券
運用収益

役務関連
収益

外貨貸出
収益

邦貨貸出
収益

【3行合算】
貸出金利息

＋21
預金利息

▲15

【3行合算】
貸出金利息

＋33
預金利息

▲2
外貨調達ｺｽﾄ

▲20
海外支店損益

▲2

対顧
ﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ

▲4
住宅ﾛｰﾝ団信

配当金
+1

役務取引等
利益
▲2

純投資部門(ｲﾝｶﾑ収益)
＋47

純投資部門(ｷｬﾋﾟﾀﾙ収益)
＋9

政策投資株式関連収益
+15

人件費
▲6

物件費
▲4

一般貸引
＋7

個別貸引等
▲35

経常利益

経常利益

＋6

＋70

199

臨時人件費
+3

（単位：億円）
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2024年9月期決算概要－事業別

2023/9期 2024/9期

524 607 +83 53%

コア事業領域 465 553 +88 53%

303 320 +17 53%

リテール事業 113 109 ▲ 5 50%

50 120 +70 53%

うち純投資運用 14 69 +55 46%

うち政策投資株式配当金 16 17 +1 60%

うち政策投資株式売却損益 19 34 +14 67%

投資事業 ▲ 1 4 +5 -

新事業領域 3 4 +0 35%

12 40 +28 -

312 320 +7 47%

312 323 +10 48%

199 246 +47 52%

135 161 +26 49%

経常利益

親会社株主に帰属する中間純利益

通期計画

進捗率

粗利益等

法人事業

有価証券運用事業

与信費用（▲）

営業経費（▲）

経費（臨時処理分除く）（▲）

（億円）
実績 実績 前年同期比



2,546 2,783 2,813 

2,944 
3,474 

4,187 

5,490 
6,257 

7,000 

2022/9期 2023/9期 2024/9期

邦貨 外貨

55,388 
56,593 57,382 

6,224 
6,853 

8,049 

61,612 
63,445 

65,431 

0.73% 0.74% 0.80%

45,000

55,000

65,000

75,000

2022/9期 2023/9期 2024/9期

邦貨 外貨 邦貨貸出金利回り

コア事業領域－法人事業
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貸出金平残および邦貨貸出金利回り

※1 貸出金利息＋調達コスト（▲）＋海外支店損益

※2 貸出金収益以外（役務取引等利益以外の収益を含む）

（単位：億円）

シップファイナンス平残

※3 銀行への還元手数料含む

法人事業粗利益

（単位：億円）

（単位：億円）

2023/9期 2024/9期

実績 実績 前年同期比
通期計画

進捗率

法人事業 303 320 +17 53%

貸出金収益※1 252 276 +24 53%

邦貨貸出金収益 210 224 +15 50%

外貨貸出金収益 42 51 +9 78%

役務関連収益※2 51 44 ▲7 50%

ワイエムコンサル※3 6 5 ▲1 45%

ワイエムリース※3 7 6 ▲0 46%

有償ビジマ 3 3 +0 44%

融資手数料 7 5 ▲2 33%

外為・デリバ 16 12 ▲4 69%

その他 12 13 +0 52%
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コア事業領域－リテール事業

リテール事業粗利益 投資信託残高

有担保ローン平残
（単位：億円）

12,043 
12,368 

12,887 

2022/9期 2023/9期 2024/9期※1 貸出金利息＋調達コスト（▲）

※2 貸出金収益以外（役務取引等利益以外の収益を含む）

※3 銀行への還元手数料含む

（単位：億円）（単位：億円）

2023/9期 2024/9期

実績 実績 前年同期比
通期計画

進捗率

リテール事業 113 109 ▲5 50%

貸出金収益※1 82 74 ▲8 48%

役務関連収益※2 32 35 +4 54%

預かり資産関連

（銀行合算）
9 11 +2 61%

ワイエム証券※3 22 22 ▲0 51%

ローン関係収益 8 9 +0 47%

ローン関係費用 ▲39 ▲41 ▲2 51%

グループ会社 28 31 +3 53%

その他 4 4 ▲0 48%

692 754 965 

1,249 
1,452 

1,712 

1,941 
2,207 

2,677 

2022/9末 2023/9末 2024/9末

銀行 ワイエム証券



1,243 

1,841 

2,279 

1,994 

873 

901 

1,331 

1,571 

2,308 

2,820 

3,840 

3,764 

1,164 

1,036 

1,142 

1,023 

13,454 

15,228 

20,535 

21,331 

2022/3末 2023/3末 2024/3末 2024/9末

63 
28 16 13 

5.1

1.5
0.7 0.7

0

50

100

150

200

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2024/9期

597 571 
863 890 

7.6
6.6 7.2 6.9

0

500

1000

1500

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2024/9期

コア事業領域－有価証券運用事業
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（単位：億円、年）

（単位：億円、年）

2022/3末 2023/3末 2024/3末 2024/9末

▲150 ▲236 ▲360 ▲425

評価損益：国内債券（ヘッジ考慮後）

評価損益：外国債券（ヘッジ考慮後） （単位：億円）

（単位：億円）

国内債券
+1,027

外国債券
▲285

株式投信
＋240

その他投信
▲76

前期末比
＋796

国内株式
▲119

※ その他有価証券、満期保有目的有価証券含む

11,947

8,628

1,958

2,871

3,799

2,424

4,119

5,404

社 債+277

地方債+300

国 債+450

12,974

2,701

4,419

5,854

有価証券時価残高（3行合算）※ 国内債券デュレーション/金利リスク量

外国債券デュレーション/金利リスク量

2022/3末 2023/3末 2024/3末 2024/9末

▲71 ▲124 ▲78 ▲76

7,863

1,617

2,508

3,738

（単位：億円）



463 467

622
521

▲ 150
▲ 236

▲ 360
▲ 425

▲ 71

▲ 124

▲ 78
▲ 76

▲ 3

▲ 20

254

201

▲ 94

▲ 215 ▲ 137

▲ 170

2022/3末 2023/3末 2024/3末 2024/9末

国内債券※1

▲65

外国債券※2

＋2

その他投信※4

▲33

国内株式
▲101

※1 国内債券：金利スワップ（繰延ヘッジ）の評価損益含む
※2 外国債券：金利スワップ（繰延ヘッジ）の評価損益含む
※3 株式投信：国内外株式投信（ベアファンド等含む）
※4 その他投信：外債ファンド・マルチアセットファンド等

前期末比（合計）

▲249

Copyright(C) 2024 Yamaguchi Financial Group,Inc. All Rights Reserved. 30

コア事業領域－有価証券運用事業

うち純投資部門
▲149

141 ▲129

▲318 ▲595

51

▲470

株式投信※3

▲53

インカム収益 キャピタル収益 実現損益

純投資部門実現損益（3行合算） その他有価証券評価損益（3行合算）

300

▲321

22 

30 

77 

▲ 22
▲ 16

▲ 7

0 

14 

69 

150 

2022/9期 2023/9期 2024/9期 2025/3期

150

（計画）

（単位：億円） （単位：億円）



342

460

6351.2

1.6

2.6

0.0

1.0

2.0

3.0

0

200

400

600

800

2022/9末 2023/9末 2024/9末

導入社数（社） アカウント数（万件）

108 121 117

1.0 1.0 

1.4 

-0.1

0.4

0.9

1.4

0

100

200

300

2022/9期 2023/9期 2024/9期

人材紹介成約実績（件） 粗利益（億円）

新事業領域
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新事業領域粗利益

イネサス導入社数および利用者数推移

2023/9期 2024/9期

実績 実績 前年同期比
通期計画

進捗率

新事業領域 3.4 3.8 +0.4 35%

1.2 1.2 ▲ 0.0 31%

1.0 1.4 +0.4 39%

0.4 0.4 +0.0 34%

0.4 0.5 +0.1 46%

0.5 0.3 ▲ 0.2 26%

地域商社

イネサス

ﾃﾞｰﾀ･ｷｭｰﾋﾞｯｸ

YM-ZOP

YMキャリア

YMキャリア人材紹介実績および粗利益推移
（単位：億円）



+0

+65 +80 +90

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

+0
+30 +40 +50

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

シナリオ①
• 政策金利0.25％で横ばい（現行維持）
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邦貨貸出金

次年度以降の邦貨資金収支への影響

市場
金利連動

20％

プライム
連動 等
23％

固定金利
（1年以下）

11％

対象残高
7.9兆円

邦貨預金

対象残高
10.5兆円

流動性
預金
60％

固定性
預金
35％

譲渡性
預金
5％

（2024年9月末時点）
シナリオ②
• 政策金利0.5％に引き上げ

（2025年4月～）

≪邦貨資金収支への影響≫

84 98
113

▲54 ▲58 ▲63

216
246

270

▲151 ▲166 ▲180

【前提条件】

 資産・負債残高：2025/3末見込み値が概ね継続

 預金金利追随率：政策金利上昇幅の40％

増収効果

減収効果

増収効果

減収効果

 貸出金利追随率（短プラ、市場連動）：政策金利上昇幅の100％

（シナリオ➁は、住宅ローン金利も2025年4月の金利上昇が即時反映される前提）

 貸出金利追随率（短プラ、市場連動以外）：政策金利上昇幅の50％

短期資金収支

国内債券利息※日銀当座利息

預金利息

貸出金利息

※ 金利スワップ損益含む

政策金利0.25％（2024/7～） 政策金利0.5％（2025/4～）

固定金利
（1～3年以下）

11％

固定金利
（3年超）

35％

（見込み）

邦貨資金収支へのインパクト

（単位：億円）

（見込み）

円金利上昇シミュレーション

邦貨預貸金の構成



158 159 165 

127 131 
135 

22 21 
22 

308 312 
323 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

2022/9期 2023/9期 2024/9期

493 515 
572 

308 312 323 

2022/9期 2023/9期 2024/9期

経費性税金 物件費 人件費 コア業務粗利益※2 経費

※1：修正OHR＝経費÷コア業務粗利益
（投信解約益および金利スワップ解約益除く）
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経費／修正OHR

修正OHR

経費（臨時処理分除く）（FG連結） 修正OHR※1（FG連結）

※2：投信解約益および金利スワップ解約益除く

増減要因
物件費：システム関連費用 +2億円
人件費：ベアおよび賞与増 +7億円

62.7%
60.7%

56.6%

（単位：億円） （単位：億円）
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2025年3月期計画

経常利益475億円、当期純利益330億円の業績予想は変更しない

2023/9期 2024/9期

524 607 +83 53% 1,150

コア事業領域 465 553 +88 53% 1,051

303 320 +17 53% 607

リテール事業 113 109 ▲ 5 50% 218

50 120 +70 53% 229

うち純投資運用 14 69 +55 46% 150

うち政策投資株式配当金 16 17 +1 60% 28

うち政策投資株式売却損益 19 34 +14 67% 50

投資事業 ▲ 1 4 +5 - ▲ 2

新事業領域 3 4 +0 35% 11

12 40 +28 - ▲ 2

312 320 +7 47% 678

312 323 +10 48% 675

199 246 +47 52% 475

135 161 +26 49% 330

（億円）

2025/3期

実績 実績 前年同期比
通期計画

進捗率
計画

経常利益

親会社株主に帰属する中間（当期）純利益

粗利益等

法人事業

有価証券運用事業

与信費用（▲）

営業経費（▲）

経費（臨時処理分除く）（▲）
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実績 見通し（イメージ）

2022/3末
（実績）

2024/9末
（実績）

2025/3末

総自己資本比率

12.65％

総自己資本比率

13.55％

中計目標
総自己資本比率

12％程度

利益蓄積

株主還元

有価証券評価差額金増減
（繰延ヘッジ損益含む）

オーガニック

インオーガニック

劣後債
発行

その他
（バーゼルⅢ最終化
早期適用の影響等）

自己株
取得

オーガニック

インオーガニック

利益蓄積 配当

株主還元 成長投資

目標配当性向
40％程度

+1.2%

▲1.0%
▲0.２%

▲1.7%

▲0.４%

＋１.9%

+1.0%

キャピタルアロケーション

目標総自己資本比率12％程度を踏まえた、キャピタルアロケーションを実施



50 
56 

61 65 68 71 

95 

55 

50 

65 

100 

100 

15%
23% 24%

46%

96%

77%

2018/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期

20
22

24
26

28
31

43

15%

23% 24%
26%

40%

38%
39.4%

2018/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期

中間配当
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60

配当総額

自己株式
取得額

配当性向 総還元性向

・2024/3期は年間43円の配当（13年連続の増配）
・2025/3期は17円増配の年間60円を予想

（単位：円） （単位：億円）

・3年連続で自己株式100億円取得を公表

年間配当

(30)

100

取得済み
自己株式

70％程度

株主還元

年間配当／株・配当性向の推移 配当総額/自己株式取得額/総還元性向の推移

【株主還元方針】
• 配当性向40％程度を目標設定
• 市場動向・業績見通し等を勘案した柔軟かつ機動的な自己株式の取得

➡2025/3期は3年連続で自己株式100億円取得を公表（10月末までの取得総額は55億円）



Appendix

決算補足資料
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65,990 66,342 66,349 

26,301 26,469 27,108 

5,981 5,574 5,602 
4,534 4,001 3,411 

102,806 102,385 102,470 

2022/9期 2023/9期 2024/9期

預金平残（銀行別） 邦貨預金平残（事業体別）

+206
(+0.2％)

＋520
(＋4.2％)

▲308
(▲0.9％)

▲5
(▲0.0%)

前年同期比

もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

法人

個人

地公体

+85
(+0.1％)

▲590
(▲14.8%)

+28
(+0.5％)

+7
(＋0.0%)

+639
(＋2.4%)

前年同期比
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預金平残

譲渡性預金

（単位：億円） （単位：億円）

58,739 57,882 57,877 

33,362 33,463 33,155 

12,250 12,496 13,016 

104,353 
103,843 104,049 

2022/9期 2023/9期 2024/9期



45,955 46,198 47,256 

24,186 24,676 25,319 

13,056 13,658 
13,953 

83,199 84,533 
86,529 

2022/9期 2023/9期 2024/9期

+1,996
(＋2.4％)

＋295
(＋2.2％)

＋643
(+2.6％)

+1,058
(＋2.3%)

前年同期比

もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

大企業

中小企業

個人

地公体

+853
(＋1.1％)

▲356
(▲4.5%)

＋419
(＋3.2％)

+571
(＋1.6%)

+217
(+1.1%)

前年同期比
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貸出金平残

貸出金平残（銀行別） （単位：億円） （単位：億円）邦貨貸出金平残（事業体別）

34,960 36,108 36,679 

20,428 20,485 20,702 

12,569 12,908 13,327 

8,587 7,960 7,604 

76,544 77,460 78,313 

2022/9期 2023/9期 2024/9期



0.74%

0.75%

0.82%

0.87%

0.86%
0.87%

0.86%

0.85%

0.88%

0.80% 0.80%

0.84%

2022/9期 2023/9期 2024/9期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行 3行合算

0.96%

1.40%

1.55%

0.91%

1.00%
1.02%

0.91%

0.99%
1.02%

0.94%

1.22%

1.31%

2022/9期 2023/9期 2024/9期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行 3行合算
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貸出金利回り

前年同期比

+0.15％

+0.09％

+0.02％

+0.03％

+0.01％

+0.03％

＋0.04％

＋0.07％

前年同期比

貸出金利回り 邦貨貸出金利回り



もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

大企業

中小企業

個人

地公体

前年同期比

＋4

前年同期比

＋6

＋44

＋54

+1

▲0

＋12

+22

＋8
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貸出金利息

貸出金利息（銀行別）

221 

326 
370 

111 

124 

130 

60 

68 

72 

393 

518 

572 

2022/9期 2023/9期 2024/9期

157 160 173 

48 50 
58 

87 87 

87 

15 13 

14 306 310 

332 

2022/9期 2023/9期 2024/9期

（単位：億円） （単位：億円）邦貨貸出金利息（事業体別）



237 224 198 

483 491 541 

721 715 
739 

2022/9期 2023/9期 2024/9期

▲ 1

▲ 13
▲ 20

3

22

59

2

8

38

2022/9期 2023/9期 2024/9期
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与信関係費用

個別貸引要因等 一般貸引要因

与信関係費用／貸倒引当金

与信関係費用（3行合算）

個別貸倒引当金 一般貸倒引当金

（単位：億円） （単位：億円）貸倒引当金（FG連結）



39 
46 

51 

30 

32 
31 

11 

13 
10 

3 

3 1 
83 

94 93 

2022/9期 2023/9期 2024/9期

もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

グループ
会社等

▲2

▲3

▲1

＋5

前年同期比

▲1

銀行法人
関連手数料

銀行リテール
関連手数料

ワイエムコンサル
関連収益※

ワイエム証券
関連収益※

2023/9期 2024/9期

銀行要因 グループ会社要因

94
93
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※ 銀行への還元手数料含む

役務取引等利益

その他グループ会社等
（保険ひろば+2）

役務取引等利益（FG連結） （単位：億円） （単位：億円）主な変動要因（FG連結）



11.62%

13.35% 13.55%

11.03%

12.16%
11.87%

2022/9期 2023/9期 2024/9期

13.30%

15.05%

14.51%

9.97%

10.87%
10.40%

10.24%

13.97%
14.20%

2022/9期 2023/9期 2024/9期

もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

総自己資本比率

普通株式等
Tier1比率

※山口銀行は国際統一基準により、もみじ銀行および北九州銀行は
国内基準によりそれぞれ算出
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自己資本比率（FG連結・銀行単体）

自己資本比率（FG連結） 自己資本比率（銀行単体）
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Appendix

その他



国内 124拠点
海外 3拠点
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グループ会社一覧

国内 37拠点

国内 103拠点

コア事業領域

新事業領域

戦略コンサルティング業務

株式会社ドリームインキュベータ
Dream Incubator Inc.

（2024年10月末現在）



≫ グループ3銀行で国内264拠点、海外3拠点
≫ ワイエム証券9拠点、保険ひろば52拠点

山口 ５ 拠点

広島 ３ 拠点

福岡 １ 拠点 合計 ９ 拠点

山口 １５ 福岡 ９ 兵庫 １
広島 １２ 佐賀 ２ 大阪 ２
島根 ３ 長崎 １ 奈良 １

大分 １ 滋賀 １
熊本 ４

合計５２拠点

国内 １２４ 拠点

（本・支店１０９、出張所１５）
海外 ３ 拠点

（支店２、駐在員事務所１）

国内 １０3 拠点

（本・支店９８、出張所５）

国内 ３７ 拠点

（本・支店３７）
海外拠点

・大連支店
・青島支店
・香港駐在員事務所
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店舗ネットワーク

ワイエム証券

（2024年10月末現在）
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福岡県
（北九州）

・人口：510万人
（全国8位）
・県内総生産
18兆8,869億円
（全国9位）
うち北九州市
3兆6,696億円

・2024年10月景気DI 約47％（全国6位）※出所：TDB景気動向調査

・2023年度北九州市設備投資実績 前年度比16.0％増加

・2024年度北九州市設備投資計画 前年度比6.9％増加見通し ※出所：日本銀行短観

-TOPIC-
・北九州市の2023年企業誘致数は88件、投資額は過去最高の2,565億円
・北九州市が産学官金で連携し、GXを地域経済成長に結びつける「北九州GX推進コンソーシアム」を創立。参加企業は200社を超える

（今後10年間で5兆～10兆円の投資を呼び込む目標）

・福岡市中心部の大規模開発プロジェクトが進行中

（経済波及効果：「天神ビックバン」8,500億円/年、「博多コネクティッド」5,000億円/年）

・2024年3月には博多駅徒歩約2分の場所に飲食・オフィスなどが入居する12階建ての「コネクトスクエア博多」が竣工

山口県

・人口：129万人
（全国27位）
・県内総生産
6兆1,481億円
（全国24位）

・2024年10月景気DI 約45％（全国10位）※出所：TDB景気動向調査

・2023年度設備投資実績 前年度比4.9%増加

・2024年度設備投資計画 前年度比21.8％増加見通し ※出所：日本銀行短観

-TOPIC-

・半導体製造装置メーカー、株式会社日立ハイテクが下松市に新工場建設予定（2025年4月竣工予定） 投資予定額：240億円
・ステンレス鋼管製造メーカー、丸一鋼管株式会社および丸一ステンレス鋼管株式会社が下関市に新工場建設予定（2025年4月着工予定）

投資予定額：480億円
・企業誘致における投資額が過去最高の約1,229億円を記録

広島県

・人口：273万人
（全国12位）
・県内総生産

11兆5,554億円
（全国12位）

・2024年10月景気DI 約44％（全国21位）※出所：TDB景気動向調査

・2023年度設備投資計画 前年度比9.1%増加

・2024年度設備投資計画 前年度比30.6％増加見通し ※出所：日本銀行短観

-TOPIC-
・2024年2月にオープンした最新型のサッカースタジアムと周辺広場エリアが一体となったスタジアムパークの経済波及効果は831.7億円見込み

・広島駅新ビル「ミナモア」が2025年春に開業予定

・2023年5月開催のG7広島サミットにおける経済波及効果は約1,217億円見込み

当社グループの主要地盤である山口・広島・福岡においては、積極的な設備投資が増加

人口：総務省「2023年10月人口推計」 県内総生産：内閣府「県民経済計算2020年度」

地区別経済状況①



北九州市
～輸出や個人消費をはじめとして、
全体では緩やかに回復しているもの
の回復のペースは鈍化している～

山口県
～輸出や設備投資が増加しており、
全体では緩やかに回復している～

広島県
～輸出は横ばい圏内の動きとなるが、
個人消費や公共投資が順調に推移し
全体では緩やかな回復基調にある～

生 産 国内・海外の需要低迷を受け化学は減少し
ており、全体では弱めの動きとなっている

主力の化学や輸送機械を中心に足元で上昇
するも、全体では横ばい圏内の動き

自動車や鉄鋼は横ばい圏内で推移し、電子
部品・デバイス工業は減少するも、全体で
は横ばい圏内の動き

設備投資

2024年度の設備投資計画額（日銀北九州支
店調べ）は、非製造業の投資計画額が減少
した一方で、製造業では増加し、全体では
前年度比4.9%増加と２年連続で前年度を上
回る計画となっている

2024年度の設備投資計画額（日銀下関支店
調べ）は、非製造業の投資計画額が減少し
た一方、製造業では増加となり、全体では
前年度比13.1%増加と前年度を大きく上回
る計画となっている

2024年度の設備投資額(日銀広島支店調べ)
は、製造業、非製造業ともに増加し、全体で
は前年度比28.3%増加と前年度を大きく上
回る計画となっている

輸 出
7-9月期の輸出額は前年を下回り、貿易収
支も赤字となる等、弱めの動きとなってい
る

7-9月期の輸出額は16四半期連続で前年を
上回るなど増加傾向が継続。下関港の半導
体製造装置の増加幅が大きくなっている

7-9月期の輸出額は、自動車関連を中心とし
た持ち直しの動きが一服し、横ばい圏内の
動きとなっている

個人消費
物価上昇の影響を受けつつも、飲食､旅行､
観光等のサービス消費が増加するなど、
全体では緩やかな増加基調にある

乗用車販売など一部で持ち直しの動きに足
踏みが見られるが、百貨店・スーパー販売
額が26ヶ月連続で前年を上回るなど、全体
では回復基調にある

百貨店売上高は横ばい圏内の動きとなるが､
スーパー売上高は物価上昇の影響を受けつ
つも底堅く推移している。旅行需要も緩や
かな増加基調にあり、全体では緩やかに回
復している

公共工事 7-9月期の公共工事請負金額は、増加して
いる

7-9月期の公共工事請負金額は、国や県、市
町等からの発注が減少し、全体でも前年比
29.1%減少している

7-9月期の公共工事請負金額は、高水準で推
移している

住宅建築
7-9月期の新設住宅着工戸数は、持家、貸
家、分譲が前年を下回り、全体では弱めの
動きとなっている

7-9月期の新設住宅着工戸数は､分譲が前年
を下回り、全体で前年比5.6％減少と5四半
期連続で前年を下回っている

7-9月期の新設住宅着工戸数は、持家､貸家
が前年を下回り、全体でも前年を下回る等､
弱めの動きとなっている

雇用情勢 7-9月期の有効求人倍率は1.1倍で、緩やか
な改善がみられる

7-9月期の有効求人倍率が1.48倍で、足元
では低下が見られるも、依然、高い水準を
維持している

7-9月期の有効求人倍率は1.42倍と足元で低
下するも、全体では緩やかに改善している

企業倒産
2024年度累計(4-9月)の企業倒産は、件数
は前年を上回る水準となるが、負債総額は
大型倒産の反動により前年を下回る水準と
なった

2024年度累計(4-9月)の企業倒産は件数・
負債総額ともに前年を上回る水準となった

2024年度累計(4-9月)の企業倒産は、件数、
負債総額ともに前年を上回る水準となった

地区別経済状況②
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本資料は情報の提供のみを目的として作成されたものであり、特定の証券の売買を勧誘するものではあり
ません。本資料に記載された事項の全部又は一部は予告なく変更されることがあります。本資料の将来の
業績に関わる記述については、その内容を保証するものではなく、経営環境の変化等による不確実性を有
しておりますのでご留意ください。

【本資料に関するお問い合わせ先】
株式会社 山口フィナンシャルグループ

総合企画部 広報・IR室
TEL 083-223-5511

https://www.ymfg.co.jp/
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